
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明祥地区社会福祉協議会（明祥プラザ内）   ◎  休業日：日・月・祝日  

明祥福祉センター    TEL ９２－３６４１  FAX  ９２－５７７４  

明祥地区社協  

福祉センター  

からのお知らせ  

地区社協だより 令和６年１１月号  

 

「できることの 1/10 でもいい。  
自分でやることが大切」  

 明祥地区にお住いの６７歳の A さんは、令和５年に脊柱管狭窄症 (※1)と重

症筋無力症 (※2)を患いました。最初右足に痛みを感じてから日を追うごとに

痛みが強くなり、歩くこともままならなくなりました。痛みから食事のおか

ずを作るにも３時間かかりやっと一品ができるほどでした。そんな中、久し

ぶりに訪れた福祉センターで介護保険のサービスである「短期集中型介護予

防サービス (※3)」の情報を知り、藁にもすがる思いで利用の希望を伝えられた

そうです。その後、地域包括支援センターひがしばたを通じて、ＪＡあいち

中央安城南支店で行われているリハビリサービスに通うことになりました。  

脊柱管
せきちゅうかん

狭窄症
きょうさくしょう

と重症筋
じゅうしょうきん

無力症
むりょくしょう

になって  

 リハビリテーションではまず、自分の目標を

決めました。電車での旅が好きな A さんはまた

電車で旅ができることを目標としました。その

目標には「子育て中の娘になるべく迷惑をかけ

たくない」という思いが含まれていました。  

 半年間リハビリを続け、教えてもらったことを家でも継続して実施し、

正しく行えているかリハビリの場で職員に確認してもらいました。  

 リハビリを終えた翌月、目標だった京都旅行に行くことができ、体の回

復を確信しました。しかし、回復とは裏腹に脊柱管狭窄症になる前の体の

ように１００％同じには戻らないことも感じました。  

 現在も A さんは歩行・ストレッチ・筋肉強化を続けています。自分の老

いを自分でみつめ、回復した体を維持していくための努力をしています。  

※1…脊柱管の一部が狭くなってしまい、神経が圧迫されることで腰や脚の痛みが出る病気。 
※2…手足の筋肉を繰り返し動かしていると筋肉がすぐに疲れて、力が入らなくなる病気。  
※3…介護保険のサービスで、要介護状態になるのを予防し、できる限り地域で自立した生  

活を続けられるようにサポートするためのサービス。要支援の認定を受けられた方や  
生活機能の低下がみられる方が対象でリハビリ専門職を中心とした支援を受ける。  

また電車で旅がしたい  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぷらっとプラザサロン  

はじめての「わたしノート」勉強会 

開催のお知らせ 
 

令和６年１１月２７日（水） 

午前９時３０分～１１時  
 

◎  講  師：明祥地区社会福祉協議会  職員  

◎  会  場：明祥プラザ２階  集会室  

◎  申込み：不要 

「わたしノート」とは、将来病気や事故などで自分の

ことを自分で決められなくなった時のために、自分の情

報や要望・希望をあらかじめ記入しておくノートです。

自分のこれまでのこと、これからのこと、もしもの時に

ついての想いを家族などと話し合ったことを記入して

おくことで、想いを伝えることができます。  

勉強会では、わたしノートの活用方法や、自分の価値

観を知るためのカードゲーム体験、記入の仕方などをお

伝えします。どなたでもお気軽にご参加ください。  

 

わたしノートは明祥
プラザで無料配布し
ています。  
安城市公式ウェブサ
イトからダウンロー
ドすることもできま
す。  

 

 


